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1. はじめに 

「LCT・LCAを用いた環境教育促進団体-elsa-」（以下、

本プロジェクト）は、東京都市大学等々力中学校・高等

学校のカリキュラムにおいて2010年より中学生全学年を

対象に実施されている土曜理数系プログラムの一環とし

て環境教育プログラムを継続的に実施しており、今年で3

年目を迎えた。同校の協力の下、プログラムで用いてい

る環境教育の教材の開発をはじめ、それを用いた授業を

実施している。本プロジェクトの教材の特徴は、ライフ

サイクル思考を導入していることであり、全国的に実践

例が少ないと考えられる。本稿では、初期のプログラム

から現在に至るまでの経緯を含め、プログラム構成とそ

の内容について、実際の授業内容の一部を紹介する。 

 

2. 社会的背景 

我が国における環境教育は、1960年代の公害問題に対

する市民の環境への関心の高まりに端を発している 1) 。

市民による公害を通じた環境問題への関心は、やがて自

然そのものへ移り、自然を愛する心を育む機会としての

役割も果たすようになった。そして、近年では消費者の

視点による環境配慮行動を促すための教育の事例が見ら

れるようになった。一方、環境情報の開示だけでは、環

境配慮行動を促すことが難しいことも指摘されている 5) 。 

本藤ら 5) は、環境配慮行動が十分にいきわたらない理

由の一つに認知的な意味での「ミッシング・リンク」が

存在するとともに、日常生活の消費行動が地球温暖化と

結びついていることを認知そして実感するためには「ラ

イフサイクル思考」が有効であるという仮説を提示して

いる。世界規模の環境問題が進行している現在、身近な

環境の変化だけではなく、自分の行動が促す間接的な環

境への影響にも考えを巡らせることを求めるライフサイ

クル思考を環境教育に導入する意義は大きい。 

日本環境教育学会においても、環境教育の主たる要素

に「関係性学習」と「統合的学習」の 2 つを挙げ、複数

の問題を複合的に考える力とそれらを統合的に捉える力

を育成することを求めている 6) 。 

ライフサイクル思考はこのような社会的な要請に対す

る非常に重要な思考ツールだと考えられる。しかし、ラ

イフサイクル思考によって環境問題を理解するためには、

それを支える基礎知識として、幅広い環境問題に関する

知見が必要であり、そうした基礎知識の育成からその発

展としてのライフサイクル思考による環境配慮行動の選

択に至る総合的な環境教育プログラムが求められる。 

 

3. 既往研究の整理 

ライフサイクル思考（LCT: life cycle thinking）やライフ

サイクルアセスメント（LCA: life cycle assessment）を用い

た環境教育の事例は、これまでにも多く報告されている。 

郷ら 7) や中村ら 8) は「ライフサイクル思考」の概念を

中学生に説明することで理解を促し、その効果を検証し

た。一方、山口ら 9) はそうした既往研究の経年変化を検

証し、ただ概念的にライフサイクル思考の考え方を教え

るだけでは知識として定着しないことを明らかにした。 

これらの試みは、座学による講師が受講生にライフサ

イクル思考の概念を説明する形式のものであったが、田

原ら 10) や水野ら 11) は教材に着目し、受講生が興味を持っ

て学ぶための仕掛けづくりや受講生に対して教えるべき

内容について提案している。 

この他、大学の学園祭のカーボンオフセットにおける

CO2排出量をLCAで求め、来場者に掲示した例 12) がある。 

 

4. 環境教育プログラムの概要 

本プロジェクトが実施した環境教育プログラムでは、

ライフサイクル思考を導入すると同時に、これを理解す

る上で必要と考えられる基礎知識を養うことをカリキュ

ラムに盛り込んだ。これは、ライフサイクル思考を基に

した環境教育プログラムとして、多様な環境問題を複眼

的に評価できるLCAの特徴を反映し、幅広い視点を受講

生に教育することを目指したためである。また、環境教

育が注目を集めている一方で、環境問題を包括的に扱っ

たテキストがまだ少ないのが現状であり、プログラムで

用いている教材は、「環境社会検定試験（eco検定）」の公

式テキスト 13) を始めとする既往の環境教育のテキストや

新聞記事を参考に独自に制作している。 



プログラムは、中学 1 年生の秋学期に開講し、中学 3

年生の春学期までの 2 年間に渡って実施する。カリキュ

ラムは大きく2つに分かれ、これらが順に実施される。 

前半では、約 1 年半をかけ、一般的に環境問題を学ぶ

意義を説明し、表 SI1 に示す「地球温暖化・気候変動」

や「生物多様性」、「食料問題とごみ問題」、「貧困問題と

幸福感」といった全 4 項目に渡る主要なトピックスにつ

いて事例を交えながら解説していく。これにより、現在、

社会で問題になっている環境問題の概要を整理し、環境

問題の解決に向けた意思決定を行うための基礎を築く。 

後半では、前半で学んだ環境教育の基礎知識を基に、

ライフサイクル思考を導入して具体的な製品カテゴリを

例に、身近な製品と環境問題の関わりについて解説する。

最終課題として、ライフサイクル思考に基づいて環境負

荷を削減するための提案を受講生に考えてもらう。 

これらの講義は、座学を中心に月に 1回 2時限のペー

スで進めていくが、一方的な知識の伝授にならないよう、

様々な授業形態を組み入れている。例えば、カリキュラ

ムの初めに興味を引き出すためのクイズ大会を実施する

他、意見交換を通じて知識や考えを深めるためにグルー

プでのディスカッションや調査実習を設けている。様々

な視点を養うとともに、グループ討議のような他の人の

意見を聞く機会やレポートの作成、PowerPoint を用いた

プレゼンテーションといった知識をアウトプットする過

程を経て、自分の意見を批判的に捉え、さらに考えを深

めていくことを目指している。 

この他、2回の校外学習も設けており、江戸東京博物館

を見学し、江戸時代と現在の暮らしぶりを比較し、当時

と現在で環境負荷の大きさを考察する課題を課している。 

総じて本プログラムが目指すところは、環境問題への

「気付き」を与える教育から「知識」や「態度」を育成

する時期になる中学生や高校生に対して、環境とそれに

関する基本的な理解を身に付け、自ら環境の改善に参加

する意欲を持つきっかけを与え、実践的な取り組みにつ

なげるトレーニングを行う場を提供することである。 

 

5. 受講生からのフィードバック 

受講生にアンケートを実施し、環境問題への関心や環

境教育の受講経験、プログラムを通じた授業の理解度に

関する受講生からのフィードバックを得ている。 

受講生の当初の環境問題への関心は、地球温暖化や生

物多様性といったメディアで盛んに取り上げられる問題

への関心が高い傾向が見られる。一方で受講をきっかけ

に生物多様性・食料問題・貧困問題といったカテゴリへ

の興味もやや高まっていることが分かった（図SI2）。 

 

6. 今後の展開 

本プログラムを既に受講を終えた生徒もいるため、彼

らからのフィードバックを得ながら、教材やカリキュラ

ムの更新を図っていきたい。環境問題への関心は世界的

にも高まる一方であり、議論の進展が速いことも事実で

ある。一般教養の一環として環境問題に関する知識や関

心を養っておくことは、将来的に大いに役に立つと考え

る。そうしたことから、教材に最新の時事的な話題を盛

り込むなどの工夫を重ねていきたい。 

 

7. 結言 

本稿では、「LCT・LCAを用いた環境教育促進団体-elsa-」

が主宰し実施している環境教育プログラムの概要と実践

の模様を報告した。本プログラムは、LCT に基づいた教

育に主眼を置き、LCT を理解するために必要な環境問題

の基礎知識の習得とLCTの実践的な活用を盛り込んだ点

が大きな特徴として挙げられる。今後は、受講生からの

フィードバックを基に、さらなる教材の改良を進める。 
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Supporting Information 

 

 

表SI1 環境教育プログラムのカリキュラム 

講 講義の主題 内容 

1 クイズ大会 環境問題に関するクイズを出題し、興味・関心を喚起する。 

2 気候変動と地球温暖化 気候変動の仕組みと地球温暖化による影響を解説する。 

3 生物多様性 生物多様性や生態系の重要性を説明し、現状の状況を解説する。 

4 食料問題とごみ問題 食料の需給の現状と廃棄物の増加とその施策について解説する。 

5 貧困問題と幸福感 貧困問題ならびに所得の増加と幸福感の関係について解説する。 

6 ライフサイクル思考で考える～携帯電話～ 
携帯電話のライフサイクルを事例に「ライフサイクル思考」の概念

とそれによる利点を説明する。 

7 ライフサイクル思考で考える～給食～ 第 6講と同様に、給食を対象に環境負荷を概観する。 

8 ライフサイクル思考で考える～ペットボトル～ 第 6講と同様に、ペットボトルを対象に環境負荷を概観する。 

9 2年間のまとめ 第 8講までに説明したことを復習する。 

10 調査学習：動物園 近隣の動物園を訪ね生物多様性や生態系について理解を深める。 

11 発表課題：準備① PowerPointを使った発表スライドの作成方法の講義と実習を行う。 

12 調査学習：江戸東京博物館 江戸東京博物館を見学し、暮らしと環境負荷を考察する。 

13 発表課題：準備② 第 11講に続き、発表スライドの作成のための情報収集と整理を行う。 

14 発表課題：準備③ 第13講に続き、発表スライドの作成のための情報収集と整理を行う。 

15 発表課題：発表会 
第 14講までに作成したPowerPointのスライドを使って、いくつかの

業種の企業に対する環境配慮の提言を行う。 

 

 

受講生アンケートの回答からの抜粋 

 

図SI1 環境教育の受講経験の有無 

 

図SI2 関心のある環境問題 
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